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論文の内容の要旨 

 

 

 

論文題目 『日本書紀纂疏』の<日本書紀> 

 

 

二藤 京 

 

 

 

 

『日本書紀』の注釈書なる一条兼良『日本書紀纂疏』（以下『纂疏』と略称）は、それと

異なる世界観をもって『日本書紀』を再解釈した。その結果、物語が元来のものから遠く

離れてしまった。仏教と儒教の典籍を引用し、仏教の注釈書のスタイルにならい、三国的

世界観をもって『日本書紀』を説明しようとする『纂疏』にとって、その世界観のもとで

『日本書紀』を再解釈することには、何の意味があるか、について、『纂疏』の周辺を見る

と、仏典の中に示されたような、風輪から水輪、水輪から金輪、その上に地上世界が同時

にあらわれるという世界像を敷衍した上での、天竺・震旦・本朝が同時発生の世界だとい

う三国的世界観が中世の書物に反映されているということがわかる。そして、「震旦ひろし

といへども五天にならぶれば一辺の小国なり」とする『正統記』も、「吾朝粟散辺地ナリト

云ドモ、同時所成ノ世界ナルベシ」とする『塵荊抄』も、『纂疏』のいう「天竺支那日本等、

皆南洲区也」というのと共通し、日本を天竺・震旦と「同世界」とするのであった。 

『古事記』と『日本書紀』は、それぞれ、ムスヒのコスモロジーと中国的な陰陽論の世

界観をもって、律令制度下の現実世界を神代につながるものとして正統性を確証していた。

それは、隋・唐という帝国と対等的な立場に立とうとする古代日本のみずからの世界に対

する確認であった。古代帝国が滅びるにつれて、そのような世界観も価値を失う。そこで、
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それに取って代わる、より普遍的な世界観が世に浸透するようになった。 

『纂疏』の問題にもどると、『日本書紀』を再解釈することは、現実世界が何であるかを

確認するというところに意味をもつ。兼良は、新しい世界観をもって『日本書紀』を解釈

しなおす、ということは勿論、その中の物語を再構成する作業もともなった。 

 そういう意味では、『纂疏』には、そうした中世における神話のあり方が集約されている

と言えよう。『日本書紀』の注解のかたちで、日本を三国的世界に位置づけるとともに、そ

こに、みずからの根拠を求める。それによって、『日本書紀』は体系的に再解釈され、儒（道）・

仏・神三教一致においてあるものとしてとらえなおされた。 

こうして見れば、『纂疏』における『日本書紀』再解釈の研究は、神話テキストの再生と

いう問題の解決の一環として必要不可欠である。以上のような問題に向かって、『纂疏』を

解読してゆきたい。具体的には、第一章「世界のはじまりの物語」・第二章「世界像の再構

築」・第三章「現実世界の確証」・第四章「「三種神器」説の体系化」・第五章「「系譜」の保

証」という五つの章を立てて考察したい。 

第一章では、『纂疏』が描いた「三才開始」と「七代化生」という、はじまりの物語はど

んなものなのかを見、それが、元来の『日本書紀』と異なるものであったことを示す。こ

の中で、『日本書紀』の「一書」に対する『纂疏』の把握を取り上げる。『纂疏』は、「一書」

を「本書」物語の一部としてとらえなおす。そうすることによって、「本書」と「一書」が

一つの物語であるかのように読まれることになる。それが『日本書紀』の構成的変換だ、

ということを明らかにする。 

 第二章では、『纂疏』の創世後の世界像を見る。 

 『纂疏』は、仏教にいう「三世六趣」の世界が『日本書紀』にもあるとして、『日本書紀』

の世界像を天・地上・地下としてとらえる。 

 天は「高天原」、地上は「大八洲国」、地下の地獄世界は「根国」（黄泉）である。 

 「高天原」には天神がいる。その中のアメノミナカヌシは仏教にいう大梵天、儒教にい

う北極と同じであり、イザナキ・イザナミに国づくりを命じる。その符信として天之瓊矛

を授ける。つまり、天の世界「高天原」は、地上世界を統御しているということである。 

 地上世界「大八洲国」は八卦の国である。そこに生まれる山川草木、日神・月神とヒル

コ・スサノオも「八卦」の枠組にある。 

 地下世界は「根国」である。それは仏教がいう地獄、もしくは儒教がいう黄泉と同じで
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ある。この世界には餓鬼がいる。また、泉守道者が来者を裁く。 

 地上に生まれた日月は善の徳をもつ神だから天の世界に上り、ヒルコとスサノオは悪の

徳をもつ神であることから地下に堕ちる。これが「三世六趣」の説くところだという。 

 要するに、『纂疏』の示しだした三層の世界は、地上世界「大八洲国」とそれを超越する

天の世界「高天原」、そして、地下の世界「根国」によって構成される。それが元来の『日

本書紀』世界像に対する再構築だ、ということを明らかにする。 

 第三章では、『纂疏』が、どのように、以上の世界像のもとで自分たちの現実世界を認識

するのかを明らかにする。「日本」という現実世界がアマテラスの国だ、という言説が、当

時流布している。その言説を立証しようとして、『纂疏』は、「日本」という国号を、「天無

二日」という説を用いて、太陽の実在性と絶対性から論じ、「日本」を日神誕生の国とし、

その「日」が君主的象徴だという三つの面において再定義した。そして、アマテラスの誕

生物語を、「大八洲之主」の誕生物語としてとらえなおす。その際、仏教の説をもって、「法

身神」という新たなアマテラス像をつくりあげた。 

 第四章と第五章で明らかにしたいのは、『纂疏』が、いかにして、現実世界の天皇がアマ

テラスの末裔だ、ということを証し、天皇の正統性を確認したのか、ということである。

ここでは、『纂疏』が、当時、常識だと見なされていた王権のしるしとしての「三種神器」

とアマテラスを源流とする帝王の「系譜」をもって、正統性を立証しようとしたことを明

らかにする。 

第四章において、「三種神器」について論述する。第九段の「本書」におけるニニギの名

の「火・瓊・杵」を「明・美・堅」という三つの「性徳」とし、それを「神器」の「本質」

ととらえる。これをもって、「本書」の中に記されてさえいなかった「神器」を読み出した。

その上で、第一の「一書」にある三種の宝物を「神器」と見なし、そこから、三つの「性

徳」を儒教にいう仁・智・勇の「三徳」と仏教にいう真如徳・般若徳・解脱徳の「三身」

に対応させるかたちで、「神器」説を体系化した。そして、第二の「一書」にある神勅を「神

器」伝授時の「神勅」として、そこから「三器」に定位し、第六、七、八段を「三器」の

起源として、その「神器」説の体系を支える。  

 第五章で、帝王の「系譜」について論述する。中世において、「天七・地五」が「人皇」

につながるという、いわば、帝王の「系譜」の存在が一般的に認められていた。『纂疏』は、

その根拠づけとして、まず、「地神」を、仏教にいう「地居天」という概念をもって定義し、
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アマテラス＝地神第一代であることを再確認した。そして、第九段の註解をつうじて、ア

マテラスが「中国之主」、タカミムスヒがニニギの外祖だととらえなおし、アマテラスから

ニニギにまでの「正嫡系譜」を書き出した。さらに、第十段におけるヒコホホデミの海宮

入りの叙述を仏典にいう世尊の龍宮訪問に関する叙述と同じだとして、『日本書紀』におけ

るヒコホホデミと海神との関係を仏と畜生類との関係に重ねる。そうすることによって、

ニニギからフキアヘズにいたるまでの物語が、「地神五代」という中世的な枠組みの中に定

着した。  

 以上のような考察をつうじて、一条兼良『日本書紀纂疏』は、『日本書紀』を体系的に解

釈しなおした、ということがうかがえよう。そのように注釈された『日本書紀』は、もは

や、元来の『日本書紀』ではなく、〈日本書紀〉（以下、変換されたテキストを〈〉で標示

する）となってしまったのである。それを、『日本書紀』の再神話化、または、テキスト再

生の全プロセス中の一段階と見届ける。  


